




































































































































































た時間は 4 ～ 5 年間位だった。小学 3 年生以降はほと











































に畝を作り、300 ～ 400m 程離れた屠殺場から牛馬の
糞を運んでいたという。蔡さんが柯さんの話を聞きなが
ら「稲を見たこともない」と述べたことは、二人が育っ
た環境の違いを象徴的に表している。
　より多くの映画に接していた蔡さんこそが、統制が進
む中で大衆文化のありようを正確に捉えられる感性を培
うことができただろう。しかし、蔡さんは自らが受けた
教育を懐かしそうに語り、礼節が失われたと現在の社会
を憂いていた。対して柯さんは、人形芝居の変化につい
て「絶対に大陸のことには触れない」「戦争に関する問
題をとっても注意して触れない」と語られた。そして、
筆者の「後からではなく、子供の頃に人形芝居のあり方
が変わったと感じたか」という問いかけに、「やっぱり、
段々と少し変わったなぁ」と答えていた。大衆文化の変
化を感じ取り、それを自らの言葉で捉えていたのは、「モ
ダンボーイ」ではなく、航空機のひまし油を作るための
労働を強いられた少年の方だった。ここからは、「モダン」
であることと、時代の変化を日常から感じ取ることの間
にある隔たりという問題が読み取れる。国策紙芝居、ひ
いては戦争と大衆文化との関わりを考える上で、この問
題は避けて通れないのではないだろうか。
　今回の聞き取りは、台北での紙芝居の実態や当時の子
供の暮らしぶり、そして紙芝居よりも影響力を持った人
形芝居の実態を知ることができた点で、有意義な調査
だった。
写真 5　台北市太平国民小学にて
無料で見られたこともあって、大人も子供も上演スケ
ジュールを把握していた。また、駄菓子屋で売られてい
たくじの景品にも、人形芝居に使う簡素なつくりの人形
があった。紙芝居は動きがなくストーリーも単調で、堅
苦しく宣伝的な内容だったため、人形芝居の方が面白
かった。手を動かすだけではなく、人形の動作や声を聞
いて、人が操っているようには見えないと感じた。
　1941 年以降はほとんど見なくなったが、日中戦争の
頃からアジア・太平洋戦争の時期に統制が厳しくなった
と感じた。その頃は、上演の言葉の中に反体制或いは反
戦的な要素がないか否かを、私服の刑事が見張っていた
ことを覚えている。大陸や（三国志などの題材でも）戦
争の目的には触れないようになったことから、子供でも
統制の厳しさを感じていた。
　聞き取りは午前中の二時間を使って行われ、昼食を挟
んで午後からは資料閲覧と撮影を行った。
写真 4　台北市太平国民学校第二回修了記念写真帖
	 台北市・太平国民小学所蔵
　以下では、聞き取りの内容を踏まえ、今後の共同研究
において重要と思われる論点を挙げる。
　一点目は、紙芝居と人形芝居との比較である。柯さん
は聞き取りの中で、人形芝居と比べて紙芝居が霞んで見
えたという発言をされた。当時の台湾の娯楽において、
紙芝居がどのような位置にあったかは、今後の研究が望
まれる。
　二点目は、台北と他都市との比較である。聞き取りの
際、柯さんは寺の境内での紙芝居実演を見たことはなく、
田舎で行われていたのではないかと語られた。両人とも
に台北育ちであることを考えるならば、他地域での紙芝
居の実態との比較が必要だろう。
　三点目は、時代の中で変化する大衆文化といかに向き
合うかという問題である。蔡さんと柯さんの育った環境
